
『日本語教育史論考―木村宗男先生米寿記念論集―』から 

１０年、日本語教育史研究会が世に問う最新の研究成果!! 

 

日本語教育史論考第二輯 
『日本語教育史論考第二輯』刊行委員会編 

 

日本語教育史研究の先達から気鋭の若手研究者まで１４本の論文と 

戦後日本語教育史の証言者の講演を収録 

 

●発行元：株式会社冬至書房 

●Ａ５判／並製・カバー装／２５６ページ 

●定価：２,５００円（税込） 

●２０１１年６月刊 
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ご注文 

 

メールに下記４点をご記入のうえ、日本語教育史研究会（nihongokyoikushikenkyukai@gmail.com） 

宛に直接お申し込みいただければ、１冊２,０００円（税込）で頒布いたします。 

 

１）ご芳名 

２）ご送付先 

３）部数 

４）メールアドレス 

 

＊折り返し「お振込みのご案内」を差し上げますので、ご入金次第、お送りいたします。 

なお、送料はご負担ください。 

 

日本語教育史研究会 
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第２部 講 演 

 

松岡弘先生講演： 『日本語の基礎』誕生の周辺 

 

阪田雪子先生講演： 「外国人に対する日本語教育」の復活 

 

川瀬生郎先生講演： 戦後日本語教育の開始とその展開――私の歩んだ道あれこれ―― 

 

あとがき                                       ------ 『日本語教育史論考第二輯』刊行委員会 

 


